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先天性腟横隔膜 の 1例並 び に腟横隔膜 （篠田）

と腟横 中隔 （入木）と の 差異に就 い て

朿北 大學醫學部 産婦 人 科 敏 蜜 （主 任

　　　　　 菊　 田　 　 昇

篠 田 糺融授）

◎

　　　　　　　　　緒　　霽

　薯者 の 云 う先天性腟横隔膜 とは transverse　 va −

glnal　septum 又 は vaginal 　horizontal　septum

の こ とで ある． P．A ．　Herbuti）の 定義に よれば ，

先天 的に 産道 の長軸に 直角 に 腟粘膜 の 中隔 があ

り，頸管を腟入 P か ら遮蔽する状態 に ある もの で

ある． こ の樣 な 先天性 の 腟異常 は 文獻上極め て

少 ない ． Da ▽ids2）（1939）は過去54年問に 眞の腟

横隔膜は僅か に 37例 の報告 が あ る に 過 ぎない と

邇 ぺ
， 自己 の 2 例 を追加 した． そ の 後 M ．Cons・

tantinesco3） （1940），
　N ．V ．　 Meana4 ） （1944）， 工

Charles5） （1943），
A ．　 Ganjon6） （1947），　M ．　Trit・

oftides7 ） （1947），
　 Spotop8） （1950），

　 Basu 　A 　Kg）

（1951）， Whitelawto） （1951）， Bowman1 エ）（1954），

J．Snoecki2） （1955）等 の 報告が あ り，本邦で は

柳 13） （昭 3 ）の 非定型的な 1 例が報告 されて い る

に 過 ぎない ．又 ，八 木14） （昭 3 ）は 腟横 中隔 とし

て 1症例 を發衷 して い るが ， こ れ と腟横隔膜 とは

全 く異なるが ， 柳
13）は これ と自己 の 症例 とを混同

して い る の で こ の 點に言及 しt 更に ， 本症 は本邦

數科書 に 殆 ど記載 されて い ない の で以下詳逑す

る．

　　　　　　　　　症　　例

　患者 椿 光，♀， 24歳，農婦，未産婦，妊娠 4 カ

月

　家族歴及び既往歴 に特記す べ き もの な し．

　初潮 は 15 歳 3 カ 月で爾來整順，30 日型で 4 日間持續

し， 月經痛はな く， 中等量であ る．昭 和29年11月，健康

附 閥 　1　 　 痣 例 寫 員 並 び lc 説 明 圖
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男子 と結婚 し， 多少性交障碍 を認 め た が ， 夫婦閲 に波 紋

を生 じた こ とはない ，終經ほ昭和 30年 3月12口か ら 4 日

間で ，そ の 後無月經で， 5 月中旬に輕度の 惡心嘔吐 が あ

つ た が ， 間 もな く恢復 した．妊娠 を 確認す る た め ， 6 月

ユ7日に來院 した ．

　 現症 ；鼇格中等度，榮養佳良で，外診 上 ， 胸都 ， そ の

他 に異常，夊 は 奇型 を 認 め な い ．

　 局所所見 ：外陰の發育良好で ， 會陰の破裂又 は瘢痕，

癒着等な し．處女膜 は 破瓜 し， 腟 入 口の廣さは 正 常で，

伸展性 も變化 は 見 られ ない ．然 る に，腟 腔 は腟 入 口 部 よ

り約 4C皿の 部で膜様粘膜で殆ど水平面 に於て閉塞 され，

盲 端 に 終 り，子宮腟部を認 め る こ とは出來ず ， そ の 後方

深部に於て 觸れ る こ とが 出來 る．隔壁は 皺襞 に 富 み ， 外

觀 上 膣粘膜 の 所見 を呈 し， 伸展性佳良で ， 輕度の リビ ド

ー
色 を 呈す る．一

見開 日 を認め な い が，ゾ ン デに よ り辛

う じて略 ぐ 中央 部 に直徑約 肋 皿の 1 小孔を探知 し得た 。

子宮は直腸診で略 it超手拳大で軟 く， 癒着 ， 奇型 ， そ

の 他の 異常 な くj そ の 他の 骨盤臓器 に異常は認め られな

Vs．

　手術 ： 6 月27日．腰1磁に 0。5％ ペ ル カ ミ ン 1．2。c を使

用 し，中央開 口部 か ら放線状に 2 箇所に 切截を加え る と

腟 横隔膜 は萎縮状態 とな り，殆 ど形を止めず，腟腔は正

常 と變らず ， 膣鏡に よ り子宮腟部を容易に 認め る こ とが

出來 る よ うに な つ た 。出血 は僅量で ， 術後 窪 口 目に退院

した ．

　　　　　　　 總括並び に考按

　 Davids2）（1939 ）は 腟横隔膜 37例 中23鯛は妊婦

に ， ユ4例は 非妊婦に認 め た ．發生機韓は 全 く不明

で ，後天 性の 狹窄や癒着 と嚴重 に區別 さるべ きで

あ る．隔膜は 1枚 の こ とが多 い が ，時 に は數枚 の

こ とが ある． 1 枚 の ときは多 くは 腟 の上方113の と

こ ろ に 位す る．摩 さは 0。5〜 1．oan位が普通 で あ

る． 横隔膜 は 完全 に 閉鎖 され てい る こ ともある

が ， 多 くは 1 つ 以上 の 孔 が あ る． こ れ らの 孔 は直

徑 1〜 5mm で時に は そ れ以 上 の もの もあ る．こ の

孔 は 略 ヒ 中央部 に 位 する こ とが多い が ，時 に は偏

心 性 に あ る こ ともある．孔 が小 さい 時 は勿論 子

宮腟部 は見 えない が ， よ り大 きい 時に はそ の 部分

並 び に そ れ以上 の 部分が 内診時 に腟腔 の 狹小 ， 伸

農不 良で あ り，腟鏡の使用困難で あるが，子 宮腟

部 も見 る事が出來 る．横隔膜 の 表面は 隣接 の腟 と

殆 ん ど同性状で あ る。合併症 に は 2 次 感染，腟瘤

血 腫 ， 分娩障碍 を來す こ とがある。診斷は既往歴

に 注意 し， 内診 と腟鏡に よる覗診で腟 の遮蔽 を知

り， 隔膜の 後方 に 予 宮腟部 の 存在 を確認 し ， 又 ，

リ ビ ヨ ド
ー

ル 注入 に よる X 線撮影等 に よ り容易で

ある．治療 は中央部 か ら周邊部に か けて の放射状

切截 を行 い ，豫後は 良好 で ある．

附 圖 2　本症例假想斷面 圖　　附圖 3　偃想断面 圓
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　入 木
14） （昭 3 ）は 完全 な る上 下璽複腟に て ， 中

隔は か な り厚 く，正常腟粘膜の 性質 を持ち ， 柔軟

に して伸展性 を有す・而 して ， 腟 をそ の 全長 に 亙

りて上下 の 2 部 に區劃 し，何處に も穿孔瘢痕 を認

めない 1 例 を先天性横隔膜 として 報告 した （附圖

4 ）
’一柳

13） （昭 3 ）は 「右側後方腟壁 よ り左側 前方

腟壁に達 し， 略 こ第 1斜位の方 向に 一致す る中隔」

を同 じく腟横中隔と述べ て い る． 柳 の症例 は He ・

rbut の 定義 の 「産道 の 長軸 に直角 の 中隔」とは云

い が た い が，先ず Transverse　 vaginal 　septum

に 屬す るもの と云 え る （附圖 3）・兩者 は 全 く異

な るもの で ， 嚴重に區別すべ きもの で あるの で ，

私 は 入木 の 症 例 の 腟横 中隔 に 對 して柳 及 び 本症

例 ，並 び に 芙 米で の transverse 　Vaginal 　septum

を腟横隔膜 （篠 田教授命名 ）と呼んで 區別す る こ

とを提案す ると共 に ，本邦丈 獻上 ， 本症 の報告は

柳 の 症例が第 1 例 目で あ り，私 の症例が第 2 例 目
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附 圖 4 　 八 木 症 例

で ある の で 訂正す る．

　　　　　　　　　　結 　 　論

　私は發生機轉上全 く疑問 とされる極 め て 稀 な先

天 性腟横隔膜 を本邦文獻上 第 2 例 目 の症例 として

報告 し，併せ て腟横中隔 （八木） と區別すべ きこ

とを提案 した ．

　 篠田追配

　余は本例 と全 く同様の 症例 を 30年前 に經驗 した．そ の

例 は 某醫 に 妊娠の 診斷を受け に 行 つ て 「お 前は子宮がな

い の だから妊娠す る筈 もな し， 叉 ， 妊娠でもな い 」 と言

われ た が ， 月經が あ つ て 妊娠 3 カ 月 で あ っ た ．そ の 例は

木例の よ うに して鑽大 して 置い た とこ ろ，分娩 は 正 常に

濟 ん だ．そ の 後注意 して居 る と30年間 に輕度 の 狭窄 とな

っ て い る もの 十數例，明らかな横隔膜で小孔 あ る も の 3

例を 經驗した か ら，注意 して 居れば 決 して稀で は な か ろ

う．但 し， 腟 中隔 （重複腟）の 頻度 に比 ぶ れ ば 極 め て 稀

有 と言わねばな らない ．そ の 獲生部位と して 特異の 共通

、點 は腟全長 の 上 方
1／3　・v　

lk
の 場所であつ て，そ の た め に

腟圓蓋 の 護達は 不 充分 で あ る こ と X ，注意 し て さ が せ ぱ

針で突い た位 の 小孔 が 隔膜の 襞 の 間 に認 め られ る こ とで

あ る．こ の 小孔 も な い と腟血腫を形成す る．こ の 腟血

膣 を最近 1 年 間 に 2 例經驗 し ， 手術 した （東北 大，産婦

人科）．

　（擱 筆 に 當 り，御校閲並 び に 御 逍 記 を 賜 わ つ た 恩師 ，

篠 田 糺欷授，御指導 を 賜 わ つ た 貴 家 寛 而 助 教 授 に 深 甚 な

る 謝 意 を 捧 げ ， 教室 宮 野 通 邦 學 兄，並 び に 秋 田 縣 角館 町

松 本 と み 子 學 姉 の 御 協 力 に 感 謝 す る）．
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